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１ 食品ロス削減推進計画について 

⑴  概要 

食品ロス削減推進計画は、「食品ロスの削減の推進に関する法律」(令和元年１０月施行)

及び「広島市食品ロス削減推進条例」(令和５年４月施行)に基づき、本市における食品ロス

削減に関する施策を総合的かつ計画的に推進するために策定するもので、令和６年度までは

令和３年３月に改定した「広島市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画」の中の食品ロス削減に係

る行動計画を推進計画として位置付けている。 

なお、令和７年度以降は、令和７年３月策定の「広島市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画」

の第８章を推進計画とし、削減目標を定めるとともに、目標達成に向けた施策を示している。 

 

⑵  施策展開 

令和３年３月改定の「広島市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画」における「基本方針１ 市

民・事業者・行政が一体となったごみの減量とリサイクルの推進」を推進するための行動計

画「ウ 食品ロス削減」に基づき、３つの観点で施策を展開した。 

 

 

 

 

 

 

■ 家庭系生ごみの減量 

■ 事業系生ごみの減量 

■ 事業系生ごみのリサイクルの促進 

 

２ 実施状況の報告について 

広島市食品ロス削減推進条例第７条第６項において、「市長は、毎年、食品ロス削減推進計画

に基づく施策の実施状況を広島市廃棄物減量化・資源化等推進審議会及び市議会に報告するとと

もに、これを公表するものとする。」とされていることから、広島市廃棄物減量化・資源化等推

進審議会及び市議会において、食品ロス削減推進計画に基づく施策の実施状況を報告し、公表す

る。 

 

 

３ 食品ロス量 

⑴  令和６年度の食品ロス量 

家庭系食品ロスの割合は、家庭系可燃ごみ全体の７．３％、生ごみのうちの２４．０％となっ

ており、その量は８，９８２ｔと推計される。 

事業系食品ロスの割合は、事業系可燃ごみ全体の１２．７％、生ごみのうちの４５．４％とな

っており、その量は１５，９５１ｔと推計される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵  食品ロス量の推移（Ｈ２７～Ｒ６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭系 
前期（Ｈ２７～Ｒ１）の食品ロス量の平均値は約９，８００ｔ、後期（Ｒ２～Ｒ６）の平均値は

約９，９００ｔであった。→わずかな増減を繰り返しながら、ほぼ横ばい傾向 

事業系 
前期（Ｈ２７～Ｒ１）の食品ロス量の平均値は約２３，０００ｔで、後期（Ｒ２～Ｒ６）の平均

値は約１７，０００ｔであった。→年度ごとのばらつきはあるが、概ね減少傾向 

広島市一般廃棄物(ごみ)処理基本計画（食品ロス削減推進計画）［令和３年３月改定］ 

資料 
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※端数処理により一部合計値が一致しない場合有

食品ロス削減推進計画に基づく施策の令和６年度実施状況等について 

令和６年度組成分析調査結果 

【基本方針１】市民・事業者・行政が一体となったごみの減量とリサイクルの推進 

【行動計画】ウ 食品ロス削減 



2 

 

４ 令和６年度の施策の実施状況 

 

ア 食品ロス削減推進計画に基づく施策 

■「ごみ減らそうデー」の実施 

毎月１日を「ごみ減らそうデー」とし、スーパーマーケットの店

頭でのパネル展示やアンケートの実施等により、買物客に食品ロス

削減の取組等を呼びかけた。また、８月にはリサイクル工作教室を

同時に開催した。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施回数 
７回 

（７月荒天中止） 
８回 △１回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■食品ロス削減イベントの開催 

食品ロス削減の日（１０月３０日）付近の休日（１０月２７日）

に、市内中心部において、市民を対象としたイベント「スマイル！

ひろしま広場」を開催し、食品ロス削減に関するクイズやパネル展

示、フードドライブ等を実施した。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施場所 
シャレオ 
中央広場 

広島駅南口 
地下広場 ― 

クイズ参加人数 ３２２人 ２１７人 ＋１０５人 

フードドライブ実績 ７０個 １２０個 △５０個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学生との連携 

○エコクッキングレシピ動画の作成、エコクッキング教室の開催 

広島工業大学と広島女学院大学の学生がエコクッキングレシ

ピ動画を作成し、市ホームページやＹｏｕＴｕｂｅで公開した。

また、安田女子大学の学生が講師を務めるエコクッキング教室を

２回開催した。  
○エコクッキングレシピの試食 

食品ロス削減イベント「スマイル！ひろしま広場」において、

安田女子大学の学生が考案したエコクッキングレシピの試食提

供を行った。  
  ○フードドライブの開催 

平成２８年度から広島文教大学の大学祭において、学生が主体

となったフードドライブを実施しており、令和６年度は３０１個

の食品提供があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■生ごみリサイクル講習会の開催 

段ボールを用いて家庭で生ごみを堆肥化する方法を紹介する講

習会を公民館で開催した。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施回数 ４回 ４回 ±０回 

参加人数 ４１人 １１０人 △６９人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■環境講座の開催 

家庭ごみの分別・減量・リサイクルや食品ロスの削減をテーマに

した環境講座を、公民館等で実施した。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施回数 １７回 ２３回 △６回 

参加人数 ３８４人 ４７８人 △９４人 

 

 

 

 

 

 

■エコクッキング教室の推進 

環境問題に関する公民館学習

会として、エコクッキングの講座

を実施し、食品ロスの削減や、

日々の生活の中でできる取組に

ついて学び、身近な環境について

考える機会を提供した。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施回数 ２０回 ２２回 △２回 

参加人数 ３０３人 ３０７人 △４人 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴  家 庭 系 生 ご み の 減 量 

食材を購入する市民に対して直接
呼びかける有意義な機会であるた
め、今後も各家庭での食品ロス削
減の取組を実践してもらえるよ
う、市民団体等とも連携して店頭
での呼びかけを強化する。 

《今後の方針》 

多くの市民に、家庭でできる食品ロス削減の取組を周知するため、
引き続き、身近な環境について考える機会を提供する。 

《今後の方針》 

ステージ発表の実施、同日に近
隣で開催される他イベントと連
携など、さらに多くの市民へ参
加を促す取組となるよう内容の
充実に向けて検討を行う。 

《今後の方針》 

より多くの学生に、食品ロス削減に
つながるエコクッキングのレシピや
レシピ動画の作成、教室の開催に携
わってもらい、若い世代が食品ロス
削減について考える機会を提供す
る。 

《今後の方針》 

多くの市民に、家庭でできる生ごみの
リサイクルに係る取組を周知するた
め、引き続き、身近な環境について考
える機会を提供する。 

《今後の方針》 

食品ロス削減の関心も高く、身近なテーマであるため、アンケート
も参考にしながら、より市民が実践できるような講座内容となるよ
うに努める。 

《今後の方針》 
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■環境イベント等でのフードドライブ等の実施 

環境をテーマとしたイベント等においてブースを出展し、食品

ロス削減等に関するクイズやパネル展示、フードドライブを実施

した。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施回数 ８回 ６回 ＋２回 

クイズ参加人数 ９８０人 ６３０人 ＋３５０人 

フードドライブ実績 １，３８７個 ７７１個 ＋６１６個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■食品ロス削減に関する表彰の実施 

「広島市食品ロス削減推進表彰」を初めて実施し、以下の３者を

表彰した。受賞者の取組を本市ホームページやチラシ等で紹介した。 
 

受賞者 取組 

株式会社 イズミ 
フードドライブの実施、フードロ
ス削減推進ポスターの募集等 

社会福祉法人正仁会 

フードバンク事業あいあいねっと 

フードバンク活動、食品ロス削減の講
義、食品ロスに関する本の出版等 

学校法人武田学園 広島文教大学 
フードドライブ活動、循環型農業の実
践、親子エコクッキング教室の開催等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■食品ロス削減推進サポーターの育成の推進 

地域等において食品ロスの削減を担う人材を育成するため、食や

環境問題に一定の知見を有した個人や団体の会員向けの講座の受

講を関係団体等に呼び掛け、サポーターの育成を推進した。 

※食品ロス削減サポーター制度は、令和４年度に消費者庁が創設 

●本市のサポーター登録者数１６５人 ※政令市１位（令和７年１月時点） 

 

 

 

■家庭系廃食用油の回収の促進 

民間事業者等が行っている家庭系廃食用油の回収について、その

回収場所等を本市ホームページやチラシを通じて周知した。また、

回収に協力する店舗等に対して、幟旗の配付などの支援を行った。 

広島市ごみ減量・リサイクル実行委員会に併せて開催した勉強会

において、ＥＮＥＯＳ株式会社が、「家庭系廃食油の利活用（ＳＡ

Ｆ化）に関する国内外の動向等について」というテーマで講演し、

事業者の理解を深めた。 

  

 

 

 

 

 

 

■その他の施策 

取組名 令和６年度実施状況 
 
ごみ減量・リサイ
クルに関するチラ
シ等の作成 

(ｱ)食品ロス削減を含むごみ減量・リサイク
ルに関するチラシを作成し、町内会等を
通じて配布した。  

(ｲ)市内への転入者等に配付しているごみ出
しハンドブック「ひろしまエイト」で、
食品ロス削減について周知を図った。 

 
フードバンクに関
する周知啓発 

フードバンクの概要や市内で活動するフー

ドバンク団体等について、チラシや市ホーム

ページにより周知を図った。 
 
ごみ減量啓発 
ＤＶＤの市民への
貸出及び 
ＹｏｕＴｕｂｅで
の公開 

食品ロスの削減を含むごみの減量やリサイ

クルの方法などを紹介したＤＶＤを、市内の 

小・中学校における環境教育で活用したほ

か、市民等に無償で貸し出すとともに、  

ＹｏｕＴｕｂｅで公開した。 
 
こどもたちに向け
た周知啓発 

小学校３・４年生を対象とした学習教材「わ
たしたちの広島」と「ごみのおはなし」に、
食品ロスの現状や身近にできる食品ロス削
減の取組等を掲載し、周知啓発を図った。 
また、児童が夏休み中に行う「こどもエコチ
ャレンジ」の取組に「残さず食べる」ことを
掲げ、食品ロス削減を実践することで、食品
ロス量の削減と啓発を図った。 
●エコチャレンジ取組学校数、人数 

１３８校、４５，６３０人 
 
啓発パネル等の啓
発物品の貸出 

ごみの減量・リサイクルや、食品ロスの削減
をテーマとしたパネルや幟旗の貸出しを 
行った。 
【貸出回数】９回 

 
パネル展示等の 

実施 

食品ロスやＳＤＧｓ、環境等についての図書
展示等を図書館で実施し、食品ロスの削減に
向けた実際の行動を促した。 
【実施回数】２１回 

イ その他の関連施策 

 ■エシカル消費の普及啓発 

一人一人の消費行動が、人や社会、環境に影響を及ぼすことに配

慮して、消費者が自主的かつ合理的な消費行動ができるよう、エシ

カル消費に関する意識を高めるための情報

提供や啓発活動等を実施した。 
 

(ｱ)エシカルマップの作成 

エシカル消費に関連する商品を扱う店舗

やエシカル消費に関連する取組等が身近

にあることを周知するため、１２月１６

日から市ホームページに特設サイトとし

て「広島市エシカルマップ」を公開した。 

(ｲ)平和記念式典での普及啓発 

広島平和記念式典の冷水サービスにおいて、エシカル消費に関

するポスターを掲示した。 

(ｳ)広報紙等を活用した啓発 
 

媒体 テーマ 

広報紙「市民と市政」１２月１５日号 毎日の生活にエシカル消費を 

広報番組「鈴木福のミミヨリ！ひ

ろしま」１２月８日放送 
エシカルマップでエシカル消費！ 

消費生活情報紙「知っ得なっとく」

Ｎｏ.２１８ 
「広島市エシカルマップ」の紹介 

  
(ｴ)講座の実施 

・エシカル消費に関する出前講座を開始した。 

・広島市立広島商業高等学校の生徒に対し、エシカル消費に関

する講座を行った。 

(ｵ)展示ブース出展等 

・「ｋｏｉｋｏｉふれあい水辺フェスタ」 

・「広島みなとフェスタ」 

・食品ロス削減イベント「スマイル！ひろしま広場」 

（広島市立広島商業高等学校と連携） 

・そごうでのパネル展 

（市環境政策課及び広島市立 

広島商業高等学校と連携） 

・「ごみ減らそうデー」店頭キャン

ペーンに併せてエシカル消費に

関するチラシ配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引き続き表彰を実施するととも
に、表彰式を食品ロス削減イベン
ト内で開催し、受賞者の取組をよ
り多くの市民に知ってもらうこと
で、食品ロス削減の意識の醸成を
図る。また、市ホームページ等で
受賞者の取組事例を紹介する。 

《今後の方針》 

引き続き、市の広報媒体の活用や各種イベントへの出展など、様々な機

会を捉えてエシカル消費の啓発活動を行う。 

また、新たに公開した「広島市エシカルマップ」の内容の充実を図る。 

エシカル消費の普及啓発について現状を分析し、効果的な啓発活動を検

討・実施する。 

《今後の方針》 

家庭系廃食用油の店頭回収場所を増
やすとともに、その利用を促進する
ため、広島市ごみ減量・リサイクル
実行委員会やごみ減らそうデーにお
いて周知を行う。 

《今後の方針》 

本市が実施するイベントや講座等の啓発活動をサポーターと連携して
実施するなど、本市との協働のあり方について検討を行う。 

《今後の方針》 

より多くの市民に啓発できるよう、出展回数の拡大を図る。また、ス
ーパーマーケット等の事業者が実施するフードドライブについても、
市ホームページ等を通じて引き続き周知を図る。 

《今後の方針》 
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■わ食（和食・輪食・環食）の推進 

健全な食生活を実践する市民を増やすため、毎月１９日の「わ食

の日」を周知するとともに、様々な機会や場面を活用した３つの「わ

食（和食・輪食・環食）」に関する啓発活動を行った。 
 

(ｱ)ＳＮＳ等を活用した周知 

「わ食の日」に合わせ、市公式ＳＮＳ（Ⅹ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、

ＬＩＮＥＶＯＯＭ）に記事及び「わ食の日」啓発動画を投稿す

るとともに、６月の食育月間には

デジタルサイネージで啓発動画を

放映した。また、市公式ＹｏｕＴ

ｕｂｅで「和食」や「環食」に関す

る料理レシピを周知した。 
 

(ｲ)企業やマスコミと連携・協働した取組 

ひろしま食育ネットワーク参加団体に登録している企業と広島

の郷土料理に関する教室を開催し、「わ食」について周知した。

また、６月の食育月間に、民間ラジオ放送局と連携し「わ食」

について情報発信した。 
 

(ｳ)各種イベント等での広報 

「わ食」を啓発するチラシを、食品ロス削減イベント「スマイ

ル！ひろしま広場」等の様々な場面で配布した。 

 

 

 

 

 ■食農推進事業 

市内産・新鮮・安心な“ひろしまそだち”産品の消費拡大に向け、

市民が気楽に食農体験ができる機会を拡大し、「食」と食を支える

「農」に対する理解を深める取組として、食農体験イベントの実施

や食農コーディネーターの育成などを行った。 
 

(ｱ)食農体験イベントの実施 

市民を対象とした栽培から収穫、調理・試食までの体験会を実

施した。 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施回数 ４回（４品目） ４回（４品目） ±０回 

参加者数 ７５人 １０４人 △２９人 
 
(ｲ)食農コーディネーターの育成及び活動支援 

食農体験の企画・運営を行うための人材の育成研修を実施する

とともに、フォローアップ研修についても実施した。 

これらに加えて“ひろしまそだち”産品情報の提供等も実施し

た。 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

認定者数 ５５人 ５５人 ±０人 

実施回数 １４２回 １３８回 ＋４回 

参加者数 ２，６２８人 ３，０７３人 △４４５人 

 

 

(ｳ)農産物栽培展示の実施 

区役所、小学校及び民間施設等で、野菜や水稲の栽培展示を実

施した。 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施施設 ６か所 ６か所 ±０か所 
 
(ｴ)「食」と「農」に関する授業の実施 

小学校が実施する農作物の栽培等について、市職員や農家を講

師として派遣した。 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施回数 ８校 ７校 ＋１校 

 

 

 

 

 
 

■食育リーフレットの作成 

学校における食育を推進するため、栄養バランスの良い食事や望

ましい生活習慣、食文化、地産地消、食品ロスの削減等、小学１年

生から中学３年生までの各学年の学習内容に応じたテーマで食育

リーフレットを作成し、これを活用した食育の指導を行う。 

令和６年度は、全中学校の２年生、３年生及び全小学校の５年生

に食品ロスをテーマとしたリーフレットを配付した。 

また、リーフレットは保護者向けの内容も掲載しており、家庭へ

の啓発も図った。 

 児童・生徒向け 保護者向け 

小 学 校

５年生 

学校給食で提供している「ひ

ろしまっこ汁」は、だしで使

用したちりめんいりこを汁の

実として食べることを例に、

食品ロス削減について紹介し

た。 

 

中 学 校

２年生 

日本は多くの食料を輸入して

いる一方で食品廃棄も多いこ

と、また食料自給率や食品ロ

ス削減に着目させ、食品ロス

を減らすためにできることを

考えるよう促した。 

エコクッキングやフードマイ

レージ（食料の輸送量に輸送

距離をかけあわせた指標）に

ついて紹介した。 

中 学 校

３年生 

地産地消や食品ロス削減につ

いて紹介し、環境に配慮した

食生活について考えるよう促

した。 

食材を無駄なく活用する例と

して、ちりめんいりこでだし

をとり、汁の実としてそのま

ま食べることができるみそ汁

など、エコクッキングについ

て紹介した。 

 

 

 

 

 

■学校における各教科の指導の充実 

発達段階に応じて、食品ロスへの理解の醸成やその削減に向け

主体的な行動を促すことを目的に、各教科等の学習活動を通じて

指導を行った。 

 

○小学校 

社会科 社会科副読本「わたしたちの広島」に掲載されている食

品ロス削減キャンペーン「スマイル!ひろしま」につい

て調べ、広島市で行われているごみを減らす取組につ

いて考える学習活動等を行った。 

家庭科 調理実習を行う際、事前に地産地消や食品ロスについ

て調べて考える学習を行った上で、野菜の皮むきや食

べ残しを少なくするための切り方を工夫する学習活動

等を行った。 

 

○中学校 

社会科 世界の貧困問題について学習する際に、先進国の食品

ロスの現状から貧困の起こる理由を考察し、自分に何

ができるかを考える学習活動等を行った。 

技術・家庭科

（家庭分野） 

食生活について学習する際に、食品ロスや食料自給率

等の現状について調べた上で、持続可能な食生活のた

めにどのような工夫をすることができるかを考える学

習活動等を行った。 

 

○高等学校 

地理歴史科 食料問題について学習する際に、発展途上国の貧困や

飢餓、先進国の食品ロス等の食料問題の解決に向けて、

各国あるいは国際的にどのような取組をすべきかを考

察する学習活動等を行った。 

家庭科 食生活について学習する際に、フードマイレージ等の

環境に配慮した食生活を実践するとともに、食品ロス

や食料自給率等の現状を踏まえ、持統可能な食生活の

ためにどのような工夫をすることができるかを考える

学習活動等を行った。 

 

○独自の取組 

広島市立広島商業高等学校では、毎年１２月に開催しているピ

ースデパートにおいて、エシカル消費の啓発として地域企業と協

同で行う地産地消の商品の販売や食品ロスの削減を来場者に提案

するなどの取組を行った。 

 

 

  
学習指導要領に則り、引き続き発達段階に応じた指導を実施していく。 

《今後の方針》 

引き続き、「わ食の日」を周知するとともに、様々な機会や場面を活用

した３つの「わ食（和食・輪食・環食）」に関する啓発活動を行う。 

《今後の方針》 

小学５年生、中学２、３年生以
外にも食品ロス削減について
啓発できるよう、取り組む。 

《今後の方針》 

引き続き、“ひろしまそだち”産品の消費拡大に向け、「食」と食
を支える「農」に対する理解を深める取組として、食品ロス削減
に対する意識の醸成にもつながる食農体験イベントの実施や食
農コーディネーターの育成を行う。 

《今後の方針》 
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ア 食品ロス削減推進計画に基づく施策 

■「食品ロス削減協力店」の登録・ＰＲ 
量り売りや小分け売りなどに取り組む小売店等と、料理の

食べきりなどに取り組む飲食店や宿泊施設を「食品ロス削減
協力店」として登録し、市ホームページでＰＲするとともに、
ポスターやステッカー、幟旗を配布した。 

 
 令和６年度 令和５年度 対前年度 

店舗数 ６８１店舗 ６５６店舗 ＋２５店舗 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外食時の食品ロス削減の推進 

(ｱ)「３０１０（さんまるいちまる）運動」の周知 

外食時には食べられる量だけを注文し、料理を

おいしく食べきることや、宴会において最初の

３０分と最後の１０分は料理を楽しむことで、

食べ残しを減らす「３０１０運動」（さんまるい

ちまる運動）について、市ホームページを活用

した周知を行った。 
 

(ｲ)「ぶちええね！食べきりキャンペーン」の実施 

１２～１月の宴会シーズンに「食品ロス削減協力店」に登録して

いる飲食店等と連携し、料理を食べきった利用客に「広島広域都

市圏ポイント（としポ）」を付与する取組「ぶちええね！食べき

りキャンペーン」を実施した。令和６年度は広島県の「減らそう

食ロス広島アクション」と共同で実施した。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施店舗 ６２店舗 ２２店舗 ＋４０店舗 

利用者数 ２６５人 ６１人 ＋２０４人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スーパーマーケット等と連携した「てまえどり運動」の実施 

販売期限が過ぎて廃棄される食品が削減されるよう、買ってすぐ

食べる場合には、商品棚の手前に並べられている消費期限・賞味期

限が近い商品や値引き商品を積極的に選ぶ「てまえどり」を呼びか

ける運動を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

■勉強会の開催 

広島市ごみ減量・リサイクル実行委員会の開催に併せて、食品ロ

ス削減を促進する優良事例を紹介する勉強会を開催した。 
 

テーマ 事例発表者 

ハローズモデルによる食品ロスの削減 株式会社ハローズ 

家庭系廃食油の利活用（ＳＡＦ化）に関する 

国内外の動向等 
ＥＮＥＯＳ株式会社 

 

 

 

 

■その他の施策 

  ○環境講座の開催（再掲） 

〇食品ロス削減に関する表彰の実施（再掲） 

  ○食品ロス削減推進サポーターの育成の推進（再掲） 

○フードバンクに関する周知啓発（再掲） 

イ その他の関連施策 
 
■商品寄贈による社会福祉貢献活動 

令和４年度に株式会社セブン－イレブン・ジャパン（以下「セブ

ン－イレブン」という。）、広島市社会福祉協議会（以下「市社協」

という。）、本市との間で締結した「商品寄贈による社会福祉貢献活

動に関する協定」に基づき、セブン－イレブンは県内店舗の閉店・

改装時の在庫商品を、市社協を通じてＮＰＯ法人やボランティア団

体等の福祉活動団体等に無償提供することにより、福祉活動団体等

の支援・育成を通じた福祉活動の促進や生活困窮者等への支援に取

り組んでおり、本市は広報等の支援を行った。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

実施回数 １９回 ５回 ＋１４回 

寄贈数 
段ボール 

４９９箱分 
段ボール 

２２４箱分 
＋２７５箱分 

 

 

 

■６次産業化サポート事業 

６次産業化に取り組む農業者、林業者を支援するため、農林産品

の加工品製造研修の実施、パッケージデザインや販路開拓などに係

るアドバイザーの派遣等を行った。また、アドバイザー派遣により、

自社の農産物を使用した加工品の開発等を支援し、規格外等の農産

物の有効活用にも繋げた。 
 

 令和６年度 令和５年度 対前年度 

派遣回数 １回 ２回 △１回 

 

 

 

 

■その他の施策 

  ○エシカル消費の普及啓発（再掲） 

  ○わ食（和食・輪食・環食）の推進（再掲） 

  ○食農推進事業（再掲） 

  ○食育リーフレットの作成（再掲） 

  ○学校における各教科の指導の充実（再掲） 

 

 

ア 食品ロス削減推進計画に基づく施策 

■食品リサイクル・ループ形成に向けた取組 

野菜の皮や芯、魚のあらなどの調理くずや食品ロスを肥料や飼料

にリサイクルし、その肥料や飼料を使って野菜や魚などを育てる循

環型のモデル「食品リサイクル・ループ」の認知度向上に向け、本

市オリジナルロゴを使用したポップやチラシを事業者に提供した。

また、町内会等を通じて配布するごみ減量啓発チラシにも取組を掲

載した。 

食品リサイクル・ループを一層推進するため、広島市ごみ減量・

リサイクル実行委員会委員に対して、取組状況に関するアンケート

を実施するなど、取組を進める上での課題を整理した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■食品リサイクル施設の周知 

本市ホームページに近隣市町の食品リサイクル施設を掲載し、食

品関連事業者に周知を図った。 

 

 

⑵  事 業 系 生 ご み の 減 量 

⑶  事 業 系 生 ご み の リ サ イ ク ル 促 進 

協力店増加ため、一般社団法人広島市食品衛
生協会が実施する「食品衛生責任者実務講習
会」において、講習会へ参加する飲食店や小
売店等の食品衛生責任者に対し、食品ロス削
減の意義を伝えるとともに、協力店への登録
を呼びかける。 

《今後の方針》 

てまえどりに取り組む事業者や、てま
えどりを実践する市民を増加させるた
め、ポップやポスターを掲示する店舗
を増やすとともに、環境講座やイベン
トにおいても取組を周知する。 

《今後の方針》 

令和７年度の広島市ごみ減量・リサイクル実行委員
会に併せて、食品リサイクル・ループの具体的な取
組事例の周知や事業者同士の情報交換の場となる勉
強会、食品リサイクル・ループの取組を実施してい
る事業者と関心はあるものの課題を抱えている事業
者との情報交換を開催し、取組を促進する。 
また、食品廃棄物の飼料・肥料化に係る経費に対す
る補助や、生産者等との調整等、食品リサイクル・
ループに取り組む事業者等への支援策を検討する。 

飲食店等で、料理を食べきれずに食べ残しを持
ち帰る場合において、国の「食べ残し持ち帰り
促進ガイドライン」に基づき、食品ロス削減の
意義や食品衛生上の留意事項等を周知し、飲食
店等や消費者双方の持ち帰りに対する意識の変
化や行動変容を促す。 
また、「ぶちええね！食べきりキャンペーン」で
は、より多くの市民が参加する実施スキームの
検討を行う。 

より多くの食品を有効活用できるよう他事業者との連携も検討する。 

《今後の方針》 

《今後の方針》 

《今後の方針》 

令和７年度の広島市ごみ減量・リサイクル実行委員会に併せて開催する
勉強会において、近隣市町の食品リサイクル施設の情報を周知し、食品
リサイクルの促進を図る。 

《今後の方針》 

引き続き、事業者の実施している優良事例を実行委員会メンバーで共
有し、事業者の取組が広がるよう支援する。 

《今後の方針》 

引き続き、農林産品の加工品製造研修の実施、パッケージデザインや
販路開拓などに係るアドバイザーの派遣を行っていく。 

《今後の方針》 


